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「冬の交通安全運動」 （11～20日） 合同出動式
「警察官として恥ずかしい」 釧路方面本部の本部長、署員の酒気帯びで

◆飲酒運転の取り締まりを強化する◆
①子供と高齢者の交通事故防止
②凍結路面のスリップによる交通事故防止
③飲酒運転の根絶

２０１５／１１／１１ ０８：０７
【釧路】砂川署勤務の男性巡査部長が道交法違反（酒気帯び運転）容疑で任意の事情聴取を受けている問題で
、道警釧路方面本部の本部長は１０日、「冬の交通安全運動」（１１～２０日）に向けた合同出動式のあい
さつでこの問題に触れ、「われわれ警察官としては非常に恥ずかしい思いをしている」と遺憾の意を表明し
た。本部長は終始厳しい表情で、今後、さらに飲酒運転の取り締まりを強化していく考えを示した。

”スピードダウン”で安全運転

◆スリップ事故 注意！◆ 峠・橋の上・日陰・トンネルの出入り口

幹線道路・農道の交差点は、確実な一時停止と左右確認･･･
相手車両は、止まらないかもしれない！

”重大事故”が多発する「薄暮れ時」に要注意

大型スーパー付近、高齢歩行者の”危険横断”に注意！

追突事故の多くが、低速追従時の安心感と油断からくる、車間不足と注意力不足

「ヒヤリ」は、事故の「予兆！」 「安全確認」で、危険な「まさか･･･」を根絶！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故事故を防ぐ 交差点手前で止まる時は車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

夕方 雨降り、横断中の80代女性はねられ死亡
［ ２０１５／１１／１０ １９：５６ ］

１０日午後５時４０分ごろ、福井県の無職の女性８１歳が横断歩道を渡っていたところ、右から走ってき
た乗用車にはねられたもの。この事故で女性は病院に搬送され たが、全身を強く打ち、４時間後に死亡し
た。現場は見通しの良い直線道路で、事故当時は雨が降っていたという。警察では、乗用車を運転していた
運転手の男性４８歳から話を聞くなどして、事故の原因を調べている。

救護措置を取らず、そのまま逃走
衝突事故起こし負傷させた女性２人放置して逃走 容疑で男を逮捕

２０１５年１１月１１日（水）１２時１１分
福岡県警は１０日、会社員男性（５０）を過失運転致傷および道交法違反（救護措置義務違反など）容疑で逮捕し

た。調べでは、男は１０月１６日、福岡県で軽トラックを運転中、女性（３２）ら２人が乗った軽自動車と衝突し、２
人を負傷させたのに、救護措置を取らず、そのまま逃走した疑い。

午後11時 自宅に帰る途中
巡査長、酒気帯び運転容疑で逮捕…同僚と飲酒

２０１５年１１月１１日（水）１０時３１分
千葉県警は１１日、巡査長の男性容疑者（５８）を道交法違反（酒気帯び運転）の疑いで現行犯逮捕した。発表

によると、男性容疑者は１０日午後１１時頃、千葉県で酒気を帯びた状態で乗用車を運転した疑い。民家の
コンクリート壁に衝突する事故を起こし、呼気検査で基準値を超えるアルコールが検出された。男性容疑者
は腕や足の骨を折る重傷。男性容疑者は１０日は非番で、夕方から職場の同僚と居酒屋で飲酒し、自宅に帰
る途中だった。「飲酒運転したのは間違いない」と供述しているという。副署長は「署員がこのような事案
を起こしたのは誠に遺憾。再発防止に努める」と話した。

体調に異変感じながら運転 バス追突で報告書
運送会社に対して、ドライバーの健康管理の徹底を求めています

２０１５年１１月１１日（水）１０時３３分
去年９月、神奈川県の国道で、停車中の工事用車両に観光バスが追突して乗客乗員１６人が重軽傷を負いま

した。事業用自動車事故調査委員会の報告書によりますと、事故当時、バスの男性運転手（当時５７）は狭心症
を発症し、前を見られなくなったため追突した可能性が高いということです。また、運転手は追突する約１．
２ｋｍ手前の時点で冷や汗をかくなど、体の異変を感じながらも運転を続けていました。会社側は運転手の健
康上の問題を把握していましたが、１カ月近く仕事をさせていたということです。調査委員会は全国の運送
会社に対して、ドライバーの健康管理の徹底を求めています。


